
6個人質問・・・長崎市議会では、会派持ち時間の範囲内で、事前に質問通告した議員が一般質問を行っています。

（
個
人
質
問
）

市
民
ク
ラ
ブ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て

問　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
本
市
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
優
先
度
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
経
済
情
勢
の
変

化
に
も
影
響
を
受
け
に
く
く
、
開
催
時
期
に

偏
り
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
通
年
で
の
集
客

が
見
込
め
る
な
ど
高
い
効
果
が
あ
り
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
は
本
市
の
経
済

活
性
化
を
図
る
う
え

で
重
要
な
政
策
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。

財
源
確
保
に
つ
い
て

も
、
有
利
な
地
方
債

な
ど
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
他
の
大
型

事
業
の
推
移
な
ど
、

長
期
的
な
財
政
負
担

も
勘
案
し
な
が
ら
、

平
準
化
を
図
り
対
応

し
て
い
き
た
い
。

被
爆
地
域
の
是
正
・
拡
大

問　
市
長
は
被
爆
者
援
護
法
第
１
条
に
規

定
す
る
被
爆
者
の
定
義
に
つ
い
て
、
条
例
で

新
た
に
定
め
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
被

爆
未
指
定
地
域
を
被
爆
地
域
に
是
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　
同
法
に
お
い
て
、
被
爆
者
の
定
義
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
条
例
で
変
更
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
、
厚
生
労
働
省
に
確
認
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
残
留
放
射
能
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
調
査
や
被
爆
未
指
定
地
域
証
言
調

査
な
ど
を
実
施
し
、
議
員
は
じ
め
県
や
関
係

町
な
ど
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
被
爆
地
域
の

是
正
を
国
に
要
望
し
て
き
た
。
本
市
と
し
て

は
高
齢
化
す
る
対
象
者
へ
の
援
護
が
急
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
被
爆
体
験
者
支
援
事

業
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
現
在
の
被
爆
体
験

者
支
援
事
業
へ
と
つ
な
げ
て
き
た
。
今
後
、

大
学
や
放
射
線
影
響
研
究
所
な
ど
で
の
研
究

が
進
み
、
原
爆
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
が
見

い
だ
せ
る
可
能
性
が
で
て
く
れ
ば
、
新
た
な

方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
治
会
加
入
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
化

問　
本
市
の
自
治
会
加
入
率
は
年
々
減
少

し
て
い
る
が
、昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ

て
い
る
。
本
市
も
積
極
的
に
自
治
会
加
入
を

促
進
す
る
た
め
な
ど
の
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

答　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
非
常
に
重
要
な

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
条
例
で
、

市
民
が
地
域
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を

規
定
し
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

団
体
も
市
民
が
担
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方

を
形
に
し
て
い
き
た
い
。

九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群

問　
構
成
資
産
候
補
が
あ
る
８
県
12
市
で

組
織
す
る
、「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業

遺
産
群
」
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
で
構

成
資
産
の
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
８

県
12
市
の
取
り
組
み
状
況
、
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
各
自
治
体
は
、
個
々
の
構
成
資
産
候

補
に
つ
い
て
国
の
文
化
財
指
定
な
ど
の
作
業

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
遺
産
群
全
体
の
価

値
を
証
明
す
る
た
め
、
外
国
の
工
業
の
近
代

化
と
の
比
較
研
究
が
重
要
と
考
え
、
専
門
家

委
員
会
を
設
置
し
、
登
録
に
必
要
な
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
る
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

登
録
に
必
要

な
準
備
を
平

成
24
年
度
中

に
お
お
む
ね

完
了
さ
せ
、

27
年
の
世
界

遺
産
登
録
に

向
け
て
、
作

業
を
進
め
て

い
る
。

中
小
企
業
の
振
興
策

問　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
中
小
企
業
の

振
興
策
と
し
て
特
産
品
の
輸
出
拡
大
、
新
事

業
展
開
支
援
等
、
様
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ

て
き
た
が
、
力
強
い
産
業
育
成
に
は
ま
だ
結

び
つ
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
中
小
企
業
が
続
々
と
生
ま
れ
る
こ

と
が
産
業
の
活
性
化
、
地
域
の
活
性
化
に
通

じ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の
方
策
を
示

し
て
ほ
し
い
。

答　
地
場
企
業
の
連
携
活
動
を
支
援
し
、

新
製
品
、
新
技
術
の
開
発
や
新
事
業
分
野
へ

の
進
出
を
促
す
た
め
の
事
業
と
し
て
、
平
成
24

年
度
に「
地
場
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
促
進
支
援
」

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中

小
企
業
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
今
後
も
経
営
人

材
育
成
、
企
業
間
や
企
業
と
大
学
の
連
携
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
の
活
用

問　
長
崎
ら
し
さ
を
後
世
に
残
す
た
め
、

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
を
策
定
し
、

「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び

向
上
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
「
歴
史
ま
ち
づ

く
り
法
」）
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
化
さ

せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

小菅修船場跡

農
業
災
害
資
金
な
ど
に
よ
り
、
農
家
の
早
期

経
営
再
建
を
支
援
し
、
ビ
ワ
産
地
の
維
持
発

展
を
目
指
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
本
市
の
高
齢
単
身
者
数
は
、
著
し
い

増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
高
齢
者
や
身
体
障
害

者
を
優
先
的
に
入
居
さ
せ
る
特
定
目
的
住
宅

の
募
集
状
況
や
今
後
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
平
成
23
年
度
に
お
け
る
老
人
・
心
身

障
害
者
世
帯
向
け
の
特
定
目
的
住
宅
の
応
募

倍
率
は
3.7
倍
、
ま
た
、
高
齢
単
身
者
向
け
単

身
者
住
戸
の
応
募
倍
率
は
6.8
倍
と
な
っ
て
い

る
。高
齢
者
世
帯
へ
の
市
営
住
宅
の
供
給
は
、

今
後
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
応
募

状
況
等
を
勘
案

し
、
供
給
の
拡

大
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た

い
。　

本
市
で
は
公
共
下
水
道
を
上
下
水
道

局
、
集
落
排
水
事
業
を
水
産
農
林
部
、
浄
化

槽
は
環
境
部
が
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
行
っ
て
い

バス空白地帯について


